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信州大学の概要

• 設立 昭和24年 5月31日

• 大学規模（R6.5.1現在）

–教職員数 2,695人

–学部学生数  8,805人 大学院生数 2,044人

• ８学部からなる総合大学

–人文学部 教育学部 経済学部 理学部
医学部 工学部 農学部 繊維学部

８つの単科大学による大学間連携？

2024/12/09 学認SP勉強会
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信州大学の概要

• 長野県内に拠点が分散する「タコ足大学」

–１年生は松本（共通教育） ２年生から分散

–遠隔教育が必須の要件

2024/12/09 学認SP勉強会
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信州大学の e-Learning

• eALPS

e Advanced Learning Platform Shinshu Univ.

信州大学 高等 教育 基盤(プラットフォーム)

– LMS : Moodle  2008年度運用開始

– 時間割 : eALPSのポータル 2013年度運用開始

– 動画配信

eALPS

時間割
LMS

動画配信
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信州大学の LMS の運用

• 学部毎に別々の Moodle を用意

–学部間で LMS に対する要望が異なる
→ 学部毎に学年暦も異なる

• 年度毎に別々の Moodle を用意

–年度毎に別バージョンの Moodle を運用
→ 後方互換性問題を考慮

• 多数(30くらい)のMoodleサイトが並列稼働

– SSOが必須

– 2011年に Shibboleth SSO の構築 → 学認参加
2024/12/09 学認SP勉強会
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信州大学の動画配信方法の変遷

2024/12/09 学認SP勉強会

• 2015 くらい〜

– Mediasite オンプレサーバ

–設備老朽化＆更新費用の捻出が困難

• 2018 〜

– Kaltura クラウドサービスを契約

–更新費用の支出が困難

• 2020 〜

– Google Drive を併用・移行準備

• Google Drive に動画ファイルを掲載
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2022年 7月から

Google Drive に容量制限

大学全体で 100TB

動画でもう 4TB も使ってる

すごく困る
2024/12/09 学認SP勉強会

Googleから突然の通告
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動画配信サービスを独自開発

• SHINtube

2024/12/09 学認SP勉強会
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SHINtube 利用実績

• 導入前の利用実績

– 2018 〜 2021：Kaltura クラウドサービス

• 3年間で 約 5,500件 のアップロード

– 2020 〜 2021：Google Drive 配信

• 2年間で 約 6,300件 のアップロード

• 導入後の利用実績

– 2022 〜：SHINtune へのアップロード数

• 2022年 前期 約 7,100件 後期 約 4,400件

• 2023年 前期 約 6,000件 後期 約 4,000件

2024/12/09 学認SP勉強会
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動画配信サービスの開発

• 動画配信サービスに求められる機能

–ストリーミング配信

• 「ダウンロードできないようにしてほしい」

–視聴履歴管理

• 「動画を全部見たか知りたい」

–教員自身による動画アップロード

• Kaltura／GoogleDrive による配信では
e-Learningセンターが代理アップロード

• 教員／センターの双方の手間の軽減

2024/12/09 学認SP勉強会

教員は自分で
いろいろやりたい
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動画配信サービスの開発

• LMS(Moodle)連携に求められる機能

–視聴者制限

• コース登録した人にだけ見せたい

–操作方法の統一

• LMS上の他のコンテンツと同様な操作方法
追加 削除 表示／非表示制御

• 「動画をみたらテストを受けられるようにしたい」

2024/12/09 学認SP勉強会
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LTI (Learning Tools Interoperability)

• Learning Tools Interoperability

–学習支援システム間の通信プロトコル

– IMS Global Learning Consortium が策定

–外部ツールでの受講情報のフィードバック

2024/12/09 学認SP勉強会

外部ツール
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SHINtubeの機能

• 【ストリーミング配信】

– HLS ( HTTP Live Streaming ) による動画配信

• 【視聴履歴管理】

– LTI (外部リンク) の評定機能で
視聴時間をフィードバック

2024/12/09 学認SP勉強会
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SHINtubeの機能

• 【他のコンテンツと同様な操作方法】
追加 削除 表示／非表示制御

– LTI Deep Linking によるコンテンツ選択

• コンテンツへのリンクを生成

2024/12/09 学認SP勉強会
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なぜ LTI を採用したのか

• いままで使ったことあったから

–多読支援システム ERS

• 読書履歴管理

2024/12/09 学認SP勉強会
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信州大学におけるLTI利用事例

2024/12/09 学認SP勉強会

• eALPluS

– LTI連携リバースプロクシ

– 便利な OSS Webサービスを演習ツールとして利用する
• Code Server

• phpMyAdmin
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LTI連携を採用したことの意義

• システム面でのメリット

– LTIによりユーザ管理をLMSに移譲できる

–認証やグループ管理機能を実装しなくてよい

• 利用者側のメリット

– SSOが実現

– LMSの機能を使っているように見える
→ 別システムではない＝利用の敷居が低い

2024/12/09 学認SP勉強会
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LTI連携を採用したことの意義

• 運用面でのメリット

–複数のシステムでユーザ管理しなくてよい

現在のユーザ管理方法

2024/12/09 学認SP勉強会
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LTI連携だけで大丈夫？

• SHINtube の学外者への利用拡大

–県内大学間連携

• 高等教育コンソーシアム信州

• 地域活性化高度人材育成プログラム SPARC

–リカレント・リスキリング

2024/12/09 学認SP勉強会
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LMS

科目

科目

科目

要求項目の変化

• いままでの利用形態

–信州大学に特化した認証・利用可否

2024/12/09 学認SP勉強会
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LMS

科目

科目

科目

要求項目の変化

• 大学間連携の進展

–他大学の学生は手動登録

2024/12/09 学認SP勉強会
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LMS

科目

科目

科目

要求項目の変化

• 認証の統合化

–学認参加機関であれば容易に統合可能

2024/12/09 学認SP勉強会
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LMS

科目

科目

科目

要求項目の変化

• 認証の統合化

–学認に他の認証を統合できる機能があれば・・

2024/12/09 学認SP勉強会
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LMS

科目

科目

科目

要求項目の変化

• 利用者情報の統合化

–認証と同じ経路でグループ情報も・・・

2024/12/09 学認SP勉強会
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それって，なんていう

Orthros × mAP Core ？

DICOMO2024

2024/12/09 学認SP勉強会
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まとめ

• 動画配信サービスにおける認証連携

–求められる機能に応じて使わける

• ユーザ管理／利用可否管理はLMS
→ LMS の SP化が妥当と思われる

• 動画配信サービスはLMSにユーザ管理を移譲
→ LTI連携が妥当と思われる

–動画配信サービス自体をSP化する方向もあり？

• ユーザ管理の移譲先をIdPにできれば可能？

2024/12/09 学認SP勉強会
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